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   動詞の習得に影響をもたらすか―異なる対応型の使用状況を比較して― 
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れている（青木 1997、張 1998 など）。一方、（2）の「日本語使い方も分かる」は「日本語
の使い方も理解できる」ということを意味している。 
                                                        
1 『日本語学習者作文コーパス』は、日本語学習者の作文データをコーパス化したものである。初級か


































































































































として近年再評価されています」という記述がある（松岡 2000：104）。本研究は図 1-2 で
ある松岡（2000）の分類を自・他動詞の認定基準とする。 
 
図 1-1 三上（1953）の分類 
動詞  能動詞  他動詞   ＜直接受身○ 間接受身○＞ 
              自動詞   ＜直接受身☓ 間接受身○＞ 
所動詞        ＜直接受身☓ 間接受身☓＞ 
 
7 
図 1-2 松岡（2000）の分類 
動詞  他動詞           ＜直接受身○ 間接受身○＞ 
    自動詞  意志的自動詞   ＜直接受身☓ 間接受身○＞ 







A1：aru-eru 型    上がる-上げる 始まる-始める 見つかる-見つける など 
A2：aru-u 型     刺さる-刺す   挟まる-挟む  塞がる-塞ぐ    など 
B1：reru-su 型    隠れる-隠す  崩れる-崩す  壊れる-壊す    など 
B2：reru-ru 型    売れる-売る  折れる-折る  切れる-切る    など 
C1：ru-su 型     写る-写す   治る-治す   返る-返す     など 
C2：eru-asu 型    遅れる-遅らす 逃げる-逃がす 増える-増やす   など 
C3：u(≠ru)-asu 型  動く-動かす  乾く-乾かす  飛ぶ-飛ばす    など 
D1：u(≠ru)-eru 型  開く-開ける  付く-付ける   届く-届ける    など 
D2：eru-u(≠ru)型        聞こえる-聞く 欠ける-欠く   砕ける-砕く    など 













   （B）動詞未然形＋助動詞「（ラ）レル」：（書カレル）・見ラレル 
   （C）デキル・名詞＋デキル：勉強デキル 
・名詞＋ガ＋デキル：勉強ガデキル 
・動詞連体形＋コトガデキル：勉強スルコトガデキル 















































































































































































 （19）ファクトリーゼロの製品は海水に浸っても錆びない樹脂製ベアリングタイ    














































































ている（ヤコブセン 1989、乾 1991、青木 1997、長友 1997、張 1998、2012、龐 1999、都築








2-1 と表 2-2 となっている。 
 
表 2-1 青木（1997：12、表 1） 
 自動詞の例 （ラ）レル コトガデキル 
タイプ 1 上がる、止まる、集まる、動く、変わる ○ ○ 
タイプ 2 受かる、助かる、育つ、増える、覚める × ○ 








表 2-2 青木（1997：24、表 2） 









タイプ 2 コトガデキル 有生 被動者 
状態性が強い 
意志表出が困難 

































































には規則 1 と 2 が挙げられている。 
 
規則 1 動詞の辞書形＋ことができる 
規則 2 動詞（u 動詞）語幹＋eru 
動詞（ru 動詞）語幹＋rareru 
不規則動詞「来る」→「来れる」、「来られる」 























表 2-3 長友（1997a：4、＜分類表＞動詞例） 







自 動 詞 
例 
他 動 詞 
例 
備  考 

























会う  －u 
いる  －ru 
φ 
φ 
（ ） －u 
（ ） －ru 






（ ） －u 
（ ） －ru 
立てる －u 








































vi 辞書形 eru 
vi 辞書形 eru 
vi 辞書形 eru 以外 
vi 辞書形 eru 以外 
 
vi 辞書形 eru 
 
この表 2-3 のように、長友（1997a、1997b）は A グループの動詞は規則 2 を適用できる





他動詞であり、両方とも可能形を作れ、u 自動詞と ru 他動詞の組み合わせでもある。A8
では、「隠れる-隠す、慣れる-慣らす、抜ける-抜く」を挙げ、「隠れる-隠す」の類語は、





































表現が使われていない自動詞に分けられている。その結果は表 2-4 に示されている。 
 


































表 2-5 都筑（2001：229、表 2） 



















  「可能の意味を含む自動詞」は 2 グループに属する。ただし、都筑（2001：229）は表




  1．意志動詞 
  2．無意志動詞の有対自動詞 






  （3）辞書を引かないと、日本語の新聞はほとんど分からない。 






















きるように考慮したものであり、表 2-6 のように示すことができる。 
 
表 2-6 自・他動詞の新たな分類表 
グループ タイプ 可能形 無標識 対応 自他 動詞例 
意志動詞11 
1 ○ × × 他 書く、話す、弾く、読む 
2 ○ × × 自 走る、眠る、いる、行く 
3 ○ × ○ 他 開ける、始める、見る、聞く 
4 ○ ×12 ○ 自 動く、集まる、上がる、止まる 
無意志動詞 
5 × ○ × 自 降る、吹く、曇る、晴れる 
6 × ○ × 自 分かる、慣れる、受かる 
7 × ○ ○ 自 開く、始まる、上がる 
8 × ○ ○ 自 見える、聞こえる 
 
 







表 2-6 と青木（1997）との違いとして、以下の 3 点が挙げられる。 
①青木（1997）が分類したタイプ 3 の自動詞も「ことができる」と共起するので、タイ




③青木（1997）では他動詞は考察の対象外であるが、表 2-6 ではそれを対象としている。 
 
2.3.2.2 長友（1997a、b）との違い 
表 2-6 と長友（1997a、b）との違いとして、以下の 2 点が挙げられる。 
①長友（1997a、b）では、可能の意味を含むとされる自動詞が音声的な違いによって異
























なり得る。つまり、可能形を使わずに可能の意味が表される。タイプ 5～8 がそうである。 
 
2.4.1 意志動詞のグループ 
タイプ 1 には「書く、話す、弾く、読む、食べる」など、タイプ 2 には「走る、眠る、




表 2-7 タイプ 1～4 の例文とその特徴 




























表 2-8 可能形を持たない場合のタイプ 4 











タイプ 5 には「降る、吹く、曇る、明ける」など、タイプ 6 には「分かる、慣れる、受
かるなど」、タイプ 8 には「見える、聞こえる」などの動詞が含まれる。その可能の意味を
表す例文として、表 2-9 が挙げられる。 
 
表 2-9 タイプ 5、6、8 の例文とその中国語訳 































表 2-9 から分かるように、タイプ 5、6、8 では日本語の例文に可能標識はないが、対応
する中国語では可能助動詞の「会」「能」、可能補語の「下不了」「刮不了」「读得懂」「适应



























































































2012 年 5 月 21 日から 6 月 22 日まで中国黒竜江省の A 大学外国語学院日本語学部でアン
ケート調査を実施した。この A 大学は 1947 年に創立された黒竜江省管轄の重点総合大学で
ある。 
アンケート調査は、A 大学外国語学院日本語学部で日本語を学んでいる一年生、二年生
と三年生を対象者とする調査データを収集するために行った。一年生 49 名、二年生 63 名、















語を既に勉強し始めた学生であれば、普通の学生に比べると 1 年間から 2 年間学習時間が
多いため、日本語の能力に差があることが予想され、日本語への理解も違ってくると思わ
れる。そのために、日本語学習歴を聞いている。来日経験については、学習環境の違いが
                                                        











表 2-6の基準により動詞を選別する。選別された動詞とその基準は表 3-1のとおりである。 
 
表 3-118 動詞の選定とその基準 
            人間状態  無標識   タイプ 6  分かる、慣れる 
    自動詞   自然現象  無標識   タイプ 5  降る、吹く 
無対         人間行為  有標識   タイプ 2  走る、眠る 
    他動詞  人間行為   有標識   タイプ 1  書く、話す 
 
                             開く、付く、届く 
    自動詞  無標識   タイプ 7（4･8）     見つかる、始まる、上がる 
                                 見える 
有対                                          聞こえる 
開ける、付ける、届ける 
  他動詞  有標識   タイプ 3       始まる、見つける、上げる 
見る 
             聞く 
｛下線のあるものは旧 2 級の動詞（1 個）、枠のあるものは旧 3 級の動詞（4 個）、 
それ以外のものは旧 4 級の動詞（19 個）である。｝ 
                                                        
17 2010 年からは新しい日本語能力試験が導入された。旧試験では、試験に出る漢字や語彙、文法項目の
リストが掲載された『日本語能力試験出題基準』が出版されていたが、新試験では『日本語能力試験出
題基準』が非公開になっている。また、旧試験の 3、4 級と新試験の N4、N5 とは、レベルや試験科目な
どにおいてほぼ対応している。詳細は日本語能力試験ホームページ
http://www.jlpt.jp/faq/index.html を参照されたい。 
18 有対自・他動詞は統語的な対応関係が成り立たない場合がある。例えば、知覚能力を表すタイプ 8 の
「見える、聞こえる」と、原因が自分自身にある「開ける、始めるなど」はそれである。この場合の自・




表 3-1 に示したように、動詞選定にあたっては旧 4 級の語彙を優先させることによって
24 個の動詞が調査動詞として選ばれた。この 24 個の動詞のうち、自動詞が 14 個、他動詞












 （1）aru-eru    始まる-始める  上がる-上げる   見つかる-見つける など  
 （2）u（≠ru）-eru 開く-開ける   付く-付ける    届く-届ける       など 
 （3）ieru-ru(≠u)   見える-見る   煮える-煮る               など 















話者（協力者は 30 名、社会人が 10 名、大学生が 20 名である）に確認してもらった。おか
しいと思われる例文を改正した。自然な日本語表現と見なされている例文をアンケート調
査の調査文にした。それらは次の表 3-2 に示す。 
 
表 3-2 調査文 











































































まず、学年については前述したように調査する際に一年生 49 名、二年生 63 名と三年生
58 名を合わせて 170 名の学生からの協力を受けた。その人数を改めて次の表 3-3 に示す。 
 
表 3-3 対象者の人数 
学年 人数 
一年生 49 名 
二年生 63 名 
三年生 58 名 
総人数 170 名 
 
日本語学習歴については表 3-4 のとおりである。 
 
表 3-4 対象者の日本語学習歴 
学年 日本語学歴 人数 
一年生 １年未満 全員 
二年生 １年から 2 年 全員 
三年生 2 年から 3 年 全員 
 
表 3-4 に示したとおり、日本語学習歴は一年生全員が 1 年未満、二年生全員が 1 年から




日本語能力試験の合格級については、表 3-5 のとおりである。 
 
表 3-5 対象者のレベル 
学年 日本語能力資格 人数 
一年生 なし 49 名 
二年生 
N2 5 名 
なし 58 名 
三年生 
N1 4 名 
N2 31 名 
なし 23 名 
合計 170 名 
 
表 3-5 に示したとおり、日本語能力試験に合格した一年生はゼロであるので、N3 以下の
レベルで初級日本語学習者だと考えてよい。二年生は日本語能力試験 N2 に合格した人が 5
名いる。二年生 63 名のうち 5 名が日本語能力試験 N2 に合格したのは二年生の前期（2011
年 12 月）であった。日本語能力試験にまだ合格していない学生も 58 名いるが、これらの
学生はその時に N1 か N2 を受験して不合格になった学生である。したがって、日本語能力
は多くの学生が N2 程度のレベルを持ち、中級日本語学習者だと考えてよい。また、三年生
は日本語能力試験 N1 と N2 に合格した人が 35 名いる。それぞれ N1 級 4 名、N2 級 31 名で
ある。三年生 58 名のうち 35 名が日本語能力試験に合格したのは二年生の後期（2011 年 7
月）か三年生の前期（2011 年 12 月）であった。日本語能力試験にまだ合格していない学
生も 23名いるが、これらの学生はその時に N1か N2を受験して不合格になった学生である。
したがって、日本語能力は多くの学生が N2 以上のレベルを持ち、上級日本語学習者だと考
えてよい。 






表 3-6 対象者の民族とその人数 
学年 民族 人数 
一年生 
漢族 44 名 
満州族 1 名 
朝鮮族 2 名 
モンゴル族 1 名 
白族 1 名 
二年生 
漢族 59 名 
満州族 3 名 
瑶族 1 名 
三年生 
漢族 56 名 
満州族 1 名 
モンゴル族 1 名 
合計 170 名 
 
表 3-6 に示したとおり、一年生 49 名のうち 44 名の学生が漢族であり、他には朝鮮族 2
名、満州族、モンゴル族と白族が 1 名ずつである。二年生 63 名のうち 59 名の学生が漢族













表 3-7 対象者の性別とその人数 
学年 性別 人数 
一年生 
男性 7 名 
女性 42 名 
二年生 
男性 11 名 
女性 52 名 
三年生 
男性 5 名 
女性 53 名 
合計 170 名 
 
表 3-8 対象者の年齢 
学年 人数 平均年齢 
一年生 49 名 20 歳 
二年生 63 名 21.3 歳 
三年生 58 名 22 歳 
 
表 3-7 に示したとおり、一年生 49 名のうち男性が 7 名であり、女性が 42 名である。二
年生 63 名のうち男性が 11 名であり、女性が 52 名である。三年生 58 名のうち男性が 5 名
であり、女性が 53 名である。女性の総人数は男性の 6.4 倍であり、圧倒的に多い。しかし、
女性が多いのは決して珍しいことではない。どの大学においても文系で女性の姿が多く見
られる。表 3-8 のように、平均年齢だけを披露している。その内訳は、一年生 49 名の平均
































































































                                                        


































































 封（2007）では、日本語を 700～800 時間学習した大学三年生の中国語話者 32 名を対象
に、可能の意味を含む有対自動詞における形態的対立に焦点をあて、有対自動詞を分類し、
その習得状況に関する調査が行われている。その分類は、次のとおりである。 
                                                        
24 JSL は第二言語としての日本語を、JFL は外国語としての日本語を表す。 
44 
1.有対自･他動詞: 
  A 類 自動詞の語末が/-u/で、他動詞の語末が/-eru/ 例:あく-あける、つく-つける 
 B 類 自動詞は文脈によって、主語が有情物と無情物と両方使われうる（自動詞の語
末が/-aru/で、他動詞の語末が/-eru/） 例:あがる-あげる、あつまる-あつめ
る 
  C 類 可能の意味を含む 例:見える-見る 折れる-折る 
  D 類 自他同形 例:ひらく-ひらく、もつ-もつ 
  E 類 上記以外 例:伸びる-伸ばす、おちる-おとす 
2.無対他動詞: 
  例:読む、食べる 
3.無対自動詞: 
  A 類 主語が無情物 例:晴れる、明ける 






  A 類における自動詞の習得が最も難しい。 
  B 類における自動詞について、主語が有情物である場合は習得が易しく、主語が無情
物である場合は習得が難しい。 
   C 類の自動詞の習得は比較的容易である。 
  D 類の自動詞について、「もつ」の場合は習得が難しいが、「ひらく」の場合は習得
が易しい 
  E 類における自動詞の習得は易しい。 
3.無対自動詞: 
  A 類における自動詞の習得は易しい。 
 B 類については言及されていない。 
 






  ドアをあけようとしても、なかなか（  ）。 
 a.あくことができない  b.あかない  c.あけない25  d.あかれない 























































































































調査計画について、3×2 の 2 要因配置が用いられた。第 1 の要因は調査参加者の学年で、
一年生、二年生と三年生の 3 水準であった。第 2 の要因は有対動詞の種類で、有対自動詞










点、2 つの調査文で自動詞を答え、もう 1 つの調査文で他動詞を答え、最後の調査文で無
                                                        
28 Long（2003）は化石化よりも定着化と呼んだ方がいいと主張している。 
49 
答と誤用の場合は自動詞 2 点、他動詞 1 点、その無答と誤用 0 点のように数える。ただし、
有対自･他動詞の両方が正しいと答えた人がいないので、満点が 4 点までである。 
図 4-3 に学年ごとの有対自･他動詞の平均正用数及び標準偏差を示す。 
 







表 4-4 各学年の有対自・他動詞に関する分散分析表 
source SS df MS F p  
A:学年  1.5192661 2 0.7596330 1.632 0.1986  
error[S(A)] 77.7143835 167 0.4653556    
B:有対動詞  31.0065301 1 31.0065301 25.861 0.0000 **** 
AB 34.0992544 2 17.0496272 14.220 0.0000 **** 
error[BS(A)] 200.2302956 167 1.1989838    
+ p<.10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.005, **** p<.001 
 
表 4-4 から分かるように、調査参加者の学年の主効果は有意ではなかったが（F（2,167）
                                                        




























図 4-9 調査参加者全員における有対自･他動詞の総平均正用数 
 
 
一方、誤用率（表 4-10）に関しては、この 4 つの調査文では選んでしまった誤用はほと
んどが自動詞の可能形である。その選択率が総人数の約 39.67％を占めている。それぞれ























表 4-10 一、二と三年生における誤用の選択率 
    学年 
調査動詞 
一年生 二年生 三年生 
自動詞可能形 その他 自動詞可能形 その他 自動詞可能形 その他 
見える/見る 39％ 1％ 40％ 0％ 47％ 1％ 
聞こえる/聞く 33％ 1％ 31％ 0％ 22％ 0％ 
開く/開ける 55％ 0％ 59％ 3％ 48％ 0％ 
始まる/始める 41％ 4％ 37％ 4％ 24％ 4％ 
各学年の選択率 42％ 1.5％ 41.75％ 1.75％ 35.25％ 1.25％ 
総人数の選択率 自動詞可能形：39.67％  その他：1.5％ 
 
4.3.3.2 調査参加者の学年×有対動詞の種類の交互作用 
図 4-4 の AB の結果から分かるように、調査参加者の学年×有対動詞の種類の交互作用が
有意であったので、単純主効果の検定を行った。その結果を表 4-11 に示す。 
 
表 4-11 AB 交互作用における単純主効果 
source SS df MS F p  
A(b1) 22.3435607 2 11.1717803 13.425 0.0000 **** 
A(b2) 13.2749598 2 6.6374799 7.976 0.0004 **** 
error  334 0.8321697    
B(a1) 2.2878013 1 2.2878013 1.908 0.1690  
B(a2) 25.4200146 1 25.4200146 21.201 0.0000 **** 
B(a3) 37.3979686 1 37.3979686 31.191 0.0000 **** 
error  167 1.1989838    
+ p<.10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.005, **** p<.001 
 
4.3.3.2.1 単純主効果の A（b1）と A（b2） 




表 4-12 のとおりである。 
 
表 4-12 多重比較 
有対自動詞 一年生 二年生 三年生  有対他動詞 一年生 二年生 三年生 
一年生 ――― ＊ ＊ 一年生 ―――   
二年生  ―――  二年生 ＊ ―――  
三年生   ――― 三年生 ＊  ――― 
 * p<.05 
 















4.3.3.2.2 単純主効果の B（a1）と B（a2）と B（a3） 
表 4-11 の B（a1）の結果から、一年生における有対自・他動詞の間に有意な差は見られ
なかったことから（F（1,167）=1.908,n.s.）、一年生は有対自･他動詞を区別して用いよう
とする意識が小さいと考えられる。 
































































二年生  三年生  
有対自動詞の推移 






























































                                                        
30 中国語母語話者が他動詞によるスル的表現を好んで用いるのは母語干渉が強いといった原因である









































2×2 の 2 要因配置が用いられた。第 1 の要因は対応型の種類で、「u（≠ru）-eru」（以
下、対応型Ⅰ：開く/開ける、付く/付ける、届く/届ける）と「aru-eru」（以下、対応型
Ⅱ：見つかる/見つける、始まる/始める、上がる/上げる）の 2 水準であった。第 2 の要因








動詞 3 点、2 つの調査文で自動詞を答え、1 つの調査文で他動詞を答えた場合は自動詞 2
点、他動詞 1 点、1 つの調査文で自動詞を答え、もう 1 つの調査文で他動詞を答え、最後
の調査文で誤用の場合は自動詞 1 点、他動詞 1 点、その誤用 0 点のように数えた。対応型
Ⅱの場合も対応型Ⅰと同様である。 
図 5-1 に、2 つの対応型における自・他動詞の平均正用数と標準偏差を示す。 
                                                        
31 有対自・他動詞の両方が正しいと答えた人はいなかったので、正用数の満点は 3 点どまりとなった。 
59 




×2（有対動詞の種類（B）：自動詞（b1）と他動詞（b2））の 2 要因分散分析を ANOVA4 で行
った。表 5-2 でその結果を示す。 
 
表 5-2 対応型ⅠとⅡの自・他動詞に関する分散分析表 
source SS df MS F p  
subject 33.0862069 57 0.5804598    
A:対応型  2.9137931 1 2.9137931 6.755 0.0119 * 
error[AS] 24.5862069 57 0.4313370    
B:有対動詞  6.8965517 1 6.8965517 5.90 0.0183 * 
error[BS] 66.6034483 57 1.1684815    
AB 7.6034483 1 7.6034483 7.002 0.0105 * 
error[ABS]  61.8965517 57 1.0859044    
Total 203.5862069 231     




















検定を行った。その結果を表 5-3 に示す。 
 
表 5-3 AB 交互作用における単純主効果 
source SS df MS F p  
A(b1) 9.9655172 1 9.9655172 13.136 0.0004 **** 
A(b2) 0.5517241 1 0.5517241 0.727 0.3956  
error  114 0.7586207    
B(a1) 0.0086207 1 0.0086207 0.008 0.9305  
B(a2) 14.4913793 1 14.4913793 12.856 0.0005 **** 
error  114 1.1271930    
+ p<.10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.005, **** p<.001 
 



















































































































1998、張 2001、王 2006、楠本 2009、呂 2010 など）によってなされ、これまでにもその予












て表 6-1 に示す。 
 
表 6-1 都筑（2001：229、表 2） 
 自動詞の下位分類 特徴 例 
1 可能形にできる自動詞 意志性がある 
会う、上がる（B）、遊ぶ、集
まる（B）等 


















   1．意志動詞 
   2．無意志動詞の有対自動詞 


























表 6-2 動詞の総数と自他対応をなす動詞対の数 
 動詞数 自他対応をなす動詞対の数 割合 
早津（1987a） 約 740 語 約 220 対（440 語） 59.5％ 
『当用漢字音訓表』 約 1040 語 約 290 対（580 語） 55.8％ 
『角川類語新辞典』 約 3540 語 約 590 対（1180 語） 33.3％ 










3×2 の 2 要因配置を用いた。第 1 の要因は調査対象者の学年であり、一年生、二年生と
三年生の 3 水準であった。第 2 の要因は有・無標識可能動詞であり、有標識（眠る、走る、
書く、話す）と無標識（分かる、慣れる、吹く、降る）の 2 水準であった。第 1 の要因は


















散分析を ANOVA4 で行った。表 6-435でその結果を示す。 
 
表 6-4 対応型ⅠとⅡの自・他動詞に関する分散分析表 
source SS df MS F p  
A:学年  41.7665863 2 20.8832931 13.251 0.0000 **** 
error[S(A)] 263.1826570 167 1.5759441    
B:標識  141.0142484 1 141.0142484 121.924 0.0000 **** 
AB 7.2093379 2 3.6046689 3.117 0.0469 * 
error[BS(A)] 193.1477051 167 1.1565731    





=3.117,p<.05）、単純主効果の検定を行った。その結果を表 6-5 に示す。 
 
                                                        











表 6-5 AB 交互作用における単純主効果 
source SS df MS F p  
A(b1)  8.7454241 2 4.3727121 3.201 0.0420 * 
A(b2) 40.2305000 2 20.1152500 14.723 0.0000 **** 
error  334 1.3662586    
B(a1) 71.0152204 1 71.0152204 61.401 0.0000 **** 
B(a2) 54.6812759 1 54.6812759 47.279 0.0000 **** 
B(a3) 22.5270900 1 22.5270900 19.477 0.0000 **** 
error  167 1.1565731    
+ p<.10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.005, **** p<.001 
 
表 6-5 の B（a1）と B（a2）と B（a3）の結果から、いずれの学年においても有標識の方
が無標識よりも平均正用数が多いことも分かった（一年生：F（1,167）=61.401,p<.001、
二年生：F（1,167）=47.279,p<.001、三年生：F（1,167）=19.477,p<.001）。 





表 6-6 多重比較 
有標識 A(b1) 一年生 二年生 三年生  無標識 A(b2) 一年生 二年生 三年生 
一年生 ――― ＋ ＋ 一年生 ――― ＊ ＊ 
二年生  ―――  二年生  ――― ＊ 
三年生   ――― 三年生   ――― 
+ p<.10, * p<.05 
 
表 6-6 の A(b1) の 結 果 か ら 、 二 年 生 （ t=2.088,df=334,p<.10 ） と 三 年 生
（t=2.208,df=334,p<.10）は一年生との間に有意傾向 36が見られたが、二年生と三年生の
                                                        






































まず、日本語の有標識可能動詞とその中国語訳である表 6-7 を見てみよう。 
 


































































































































る、入る」といった 4 つの動詞しか挙げられていない。その 4 つの動詞のうち、有対動詞
は 3 つあるのに対し、無対動詞は 1 つしかない。例文を提示する際には、「見える、聞こえ
る」の例文は見られるが、「分かる、入る」の例文は見られない。さらに、無対自動詞であ
る「降る、吹く」などが既習の動詞であるとはいえ、それらを学習・練習する例文もない。
以上のことをまとめと、次の表 6-9 になる。 
 
表 6-9 教科書で導入した動詞 
 無対自動詞 無対他動詞 例文 合計 
有標識可能自・他動詞 行く、来る、歩く 食べる、読む、話す、書く、作る あり 8 
















表 6-10 各動詞の誤用率 
グループ 動詞 一年生 二年生 三年生 
有標識 
書く 29％ 10％ 21％ 
話す 35％ 21％ 14％ 
眠る 39％ 33％ 29％ 
走る 43％ 35％ 31％ 
無標識 
分かる 61％ 46％ 21％ 
慣れる 67％ 63％ 52％ 
吹く 84％ 63％ 55％ 



















































6.4 での調査結果から分かるように、有標識可能動詞は上の 2 点の文法を既習した学習
77 
者にとって習得が易しいものの、「書けられない、話せられない、眠れられない、走れられ
ない」を選んだ人がまだ見られる。その選択率を示すと、次の表 6-11 になる。 
 
表 6-11 「られる」を過剰般化した誤用の選択率 
動詞 
一年生 二年生 三年生 
れる＋られる れる＋られる れる＋られる 
書く 22％ 5％ 12％ 
話す 29％ 8％ 9％ 
眠る 33％ 22％ 16％ 









が多く見られた。その選択率を示すと、次の表 6-12 になる。 
 
表 6-12 「れる」「られる」を過剰般化した誤用の選択率 
動詞 
一年生 二年生 三年生 
れる られる れる られる れる られる 
分かる 47％ 10％ 37％ 9％ 10％ 11％ 
慣れる φ 59％ φ 57％ φ 47％ 
吹く 59％ 20％ 41％ 21％ 41％ 10％ 



































表 6-13 習得に影響する要因 
 有標識可能動詞 無標識可能自動詞 








過剰般化による誤用 数が尐ない 数が多い 








































































ここでは、次の 3 種類の中国語版の教科書を分析対象として取り上げる。 
 
①『総合基礎日本語』の第一冊～第四冊、ハルピン工程大学出版社 1999 年版 
②『新版中日交流標準日本語』の初・中級上・下、人民教育出版社 2005 年版 





























































































  日本では何歳から結婚することができますか。 
――女の人は 16 歳から、男の人は 18 歳からできます。 





































































『新日語基礎教程 1 学習補導用書』の第 18 課（1999:208） 
3.「できます」的意思 
「できます」有下面两层意思。 
1）能力  リーさんは漢字を読むことができます。 
             李先生会读汉字。 





「できます」には次のような 2 つの意味がある。 
1）能力と 2）可能性 
 























































『新日語基礎教程 2 学習補導用書』の第 27 課（1999:152-153） 
6.“見られます”和“見えます”、“聞けます”和“聞こえます” 
   他动词“見ます”、“聞きます”的可能动词是“見られます”、“聞けます”。它们和“見
ることができます”、“聞くことができます”意思相同，表示主体的看的意志、听的意志得
到了实现。 






























初級上（冊）         初級下（冊） 
「ことができる」       「可能形」 
『新日』 
初級上（1 と補導 1）    初級下（2 と補導 2） 





















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
『総合』 5 3(1) 1 1 0 1 1 2 
『新版』 12(8) 7(1) 4(3) 2 0 0 0 2 
『新日』 15(6) 2(3) 5(3) 0 0 1 0 2 






て、3 種類の教科書における共通点として以下の 3 点が挙げられる。 
 
①有標識可能自・他動詞であるタイプ 1～4 の中で、タイプ 4 の動詞導入数の方が比較
的尐ない。 
②タイプ 5 の動詞が共に欠損している。 
③タイプ 8 の動詞は共に例文を提示しながら導入されているが、タイプ 6 と 7 の動詞は
そうではなく、『総合』『新日』では例文が提示されていない。 
 
以上から、次の 2 つのことが言える。1 つ目は、無標識可能自動詞の方が有標識可能自・
他動詞より重視度が低いことである。2 つ目は、有標識可能自・他動詞のグループではタ
イプ 4 が重視されておらず、無標識可能自動詞のグループではタイプ 5～7 が重視されてい
ないことである。 
（3）「無標識可能自動詞」と「無標識可能形式」に関する文法解説が不完全である。そ






表 7-3 教科書における文法解説 







































態を述べる場合のタイプ 4 の動詞を含む」と明示するとともに、表 7-4 のような例文を挙
げる必要がある。 
 
表 7-4 タイプ 7 がタイプ 4 を含む場合 
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1．年级:      2．民族:      3．性别: 男  /  女 
4．年龄:      5．你学习日语多长时间了:      年      个月 
6．是否去过日本:是 / 否 ，去过     年     个月 
7．持有日语能力测试证书: N1  N2  N3  N4  N5  或者其它日语等级证书:     





A:開かない     B:開けない     C:開けられない     D:どれも不可，     
鍵の調子が悪いので、ドアが……。（钥匙不好使，所以……。） 
A:開かない    B:開けない    C:開けられない    D:どれも不可，     
頭が痛いので、勉強が……。（头很疼，所以……。） 
A:始まらない  B:始まれない  C:始められない    D:どれも不可，     
時間にならないので、授業が……。（还没到时间，所以……。） 
A:始まらない  B:始まれない  C:始められない   D:どれも不可，     
部屋が暗いので、目が……。（屋子里很暗，所以……。） 
A:見えない    B:見えられない   C:見られない   D:どれも不可，     
曇りなので、富士山が……。（天很阴，所以……。） 
A:見えない     B:見えられない   C:見られない   D:どれも不可，     
年のせいで、耳が……。（上了年纪，所以……。） 
A:聞こえない   B:聞こえられない   C:聞けない   D:どれも不可，     
ラジオの電波が弱いので、ニュースが……。（收音机的信号很弱，所以……。） 
A:聞こえない   B:聞こえられない   C:聞けない   D:どれも不可，     
三、请写下你的感想或疑问，我会及时与你沟通！ 





1．年级：      2．民族：      3．性别： 男  /  女 
4．年龄：      5．你学习日语多长时间了：      年      个月 
6．是否去过日本：是 / 否 ，去过     年     个月 
7．持有日语能力测试证书： N1  N2  N3  N4  N5  或者其它日语等级证书：     





A：開かない    B：開けない    C：開けられない    D：どれも不可，     
電球が切れているので、電気が……。(灯泡坏了，所以……。) 
A：付かない B：付けない C：付けられない D：どれも不可，     
避難所への道路が破壊されたので、荷物が……。(通往避难所的路被损坏，所以……。) 
A：届かない B：届けない C：届けられない D：どれも不可，     
道に迷ってしまったので、家が……。(迷了路，所以……。) 
A：見つからない B：見つかれない C：見つけられない D：どれも不可，     
時間にならないので、授業が……。（还没到时间，所以……。） 
A：始まらない  B：始まれない  C：始められない   D：どれも不可，     
首が痛いので、頭が……。(脖子很疼，所以……。) 
A：上がらない   B：上がれない   C：上げられない D：どれも不可，     
三、请在横线处写下你的感想或疑问，我会及时与你沟通！ 








1．年级：      2．民族：      3．性别： 男  /  女 
4．年龄：      5．你学习日语多长时间了：      年      个月 
6．是否去过日本：是 / 否 ，去过     年     个月 
7．持有日语能力测试证书： N1  N2  N3  N4  N5  或者其它日语等级证书：     





A：分からない  B：分かれない  C：分かられない  D：どれも不可，     
どんなに長く住んでいても、ここの生活には……。（不论住多久，都……这里的生活。） 
A：慣れない  B：慣れられない  C：慣らせない  D：どれも不可，     
明日はいい天気なので、たぶん強風は……。（明天是个好天气，大概……大风。） 
A：吹かない  B：吹けない  C：吹かれない  D：どれも不可，     
日照りが続いているので、たぶん大雤は……。（太阳一直高高地挂着，大概……大雤。） 
A：降らない  B：降れない  C：降られない  D：どれも不可，     
外がうるさいので、眠ろうとしても……。（外面很吵，所以怎么睡也……。） 
A：眠らない  B：眠れない  C：眠れられない  D：どれも不可，     
赤ちゃんなので、まだ……。（他是个刚出生的孩子，所以还……。） 
A：走らない  B：走れない  C：走れられない  D：どれも不可，     
中国語を勉強したことがないので、漢字が……。（没学过汉语，所以……汉字。） 
A：書かない  B：書けない  C：書けられない  D：どれも不可，     
私は中国人ではないので、中国語が……。（我不是中国人，所以……汉语。） 
A：話さない  B：話せない  C：話せられない  D：どれも不可，     
三、请写下你的感想或疑问，我会及时与你沟通！ 








































1 B A 1 A A 1 A A 
2 C A 2 A A 2 A A 
3 A A 3 A A 3 A C 
4 A A 4 A A 4 A A 
5 C A 5 A A 5 B A 
6 B A 6 A A 6 A A 
7 B B 7 A A 7 A B 
8 A A 8 A A 8 A A 
9 B A 9 A A 9 A A 
10 A A 10 C C 10 B A 
11 D A 11 A A 11 A A 
12 A A 12 A A 12 A B 
13 A B 13 B A 13 A A 
14 A A 14 A A 14 B A 
15 A A 15 B B 15 A A 
16 A C 16 C B 16 C C 
17 A B 17 A A 17 A A 
18 C C 18 A A 18 B A 
19 C A 19 A B 19 C C 
20 A A 20 A B 20 A A 
21 A A 21 B A 21 A A 
22 C C 22 A A 22 A B 
23 C A 23 A A 23 A A 
24 C B 24 C A 24 C B 
25 A B 25 A A 25 A A 
26 A C 26 A A 26 A A 
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27 A C 27 A A 27 C A 
28 B A 28 A C 28 A A 
29 A D 29 B C 29 A A 
30 A B 30 A B 30 C B 
31 A C 31 A B 31 B B 
32 A C 32 A A 32 A B 
33 A C 33 A A 33 A A 
34 A C 34 B A 34 A C 
35 B B 35 C A 35 A C 
36 B B 36 A A 36 B C 
37 B B 37 C A 37 A B 
38 B B 38 C A 38 B C 
39 C B 39 A A 39 A A 
40 A B 40 A B 40 B A 
41 C C 41 A A 41 B A 
42 B A 42 B B 42 A A 
43 B B 43 B A 43 A A 
44 B B 44 C A 44 B B 
45 A D 45 A B 45 C C 
46 C D 46 B A 46 A A 
47 B D 47 C B 47 C C 
48 C A 48 B D 48 C C 
49 B B 49 B C 49 A B 
   
50 B B 50 B B 
   
51 B A 51 B A 
   
52 C B 52 A A 
   
53 B C 53 A A 
   
54 B A 54 A A 
   
55 A C 55 A C 
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56 A B 56 C A 
   
57 B C 57 A A 
   
58 B B 58 A A 
   
59 B C 
   
   
60 C C 
   
   
61 B B 
   
   
62 B C 
   
   
63 B B 
































1 C C 1 B A 1 B B 
2 C C 2 B A 2 B A 
3 C B 3 B C 3 B C 
4 B D 4 B B 4 D A 
5 C B 5 B B 5 B C 
6 B C 6 B B 6 B B 
7 C C 7 B C 7 C A 
8 C B 8 B B 8 C A 
9 B C 9 B B 9 C A 
10 B B 10 C A 10 B A 
11 C D 11 B A 11 B A 
12 B B 12 B B 12 C B 
13 C A 13 C B 13 C C 
14 B B 14 B C 14 B A 
15 C C 15 C B 15 C B 
16 B B 16 B A 16 A C 
17 B C 17 B B 17 C B 
18 C C 18 D B 18 B A 
19 B C 19 B B 19 A C 
20 B B 20 B B 20 B B 
21 B B 21 C B 21 A B 
22 C B 22 B B 22 C C 
23 B C 23 B B 23 B A 
24 B B 24 B B 24 B A 
25 C C 25 B B 25 B C 
26 B B 26 B B 26 C C 
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27 C C 27 B A 27 A A 
28 A C 28 B B 28 A B 
29 A D 29 B B 29 B C 
30 B B 30 B B 30 C C 
31 B B 31 B C 31 C B 
32 A B 32 C B 32 B A 
33 C A 33 B B 33 C C 
34 B A 34 B B 34 B D 
35 B B 35 B AB 35 C B 
36 C C 36 B B 36 C B 
37 B B 37 B C 37 C C 
38 B C 38 B B 38 C B 
39 B D 39 B A 39 B C 
40 B A 40 C C 40 B A 
41 C A 41 B B 41 A B 
42 C B 42 C B 42 B A 
43 B C 43 B B 43 B A 
44 C C 44 B B 44 A C 
45 C D 45 B B 45 B A 
46 C C 46 A B 46 B A 
47 B D 47 A A 47 B A 
48 C C 48 B B 48 A A 
49 C B 49 B B 49 B A 
   
50 B C 50 B D 
   
51 B B 51 B C 
   
52 B B 52 B A 
   
53 A A 53 B A 
   
54 B B 54 B A 
   
55 C B 55 C A 
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56 C B 56 A C 
   
57 B C 57 B A 
   
58 B A 58 B A 
   
59 A A 
   
   
60 B A 
   
   
61 C B 
   
   
62 A B 
   
   
63 B B 
























 見える/見る 聞こえる/聞く 開く/開ける 始まる/始める 
1 B B C C 
2 C A B C 
3 B A C B 
4 A A C B 
5 A C C A 
6 B C B A 
7 C A B B 
8 B A A A 
9 C A B C 
10 A B C C 
11 C A B C 
12 A C B B 
13 B C B A 
14 A A B B 
15 A B C A 
16 A C B B 
17 B B B B 
18 C C C C 
19 C A B C 
20 A C B B 
21 B C B C 
22 C A B B 
23 C A B B 
24 B C B B 
25 C B A B 
26 B C B B 
27 C B C C 
116 
28 A A C C 
29 A A A D 
30 A B C B 
31 B A B C 
32 A A C B 
33 A A A C 
34 A A B B 
35 B B B B 
36 B B C A 
37 B B B B 
38 B B B C 
39 B B C C 
40 C B C B 
41 B A B A 
42 C B B A 
43 B C B C 
44 B B C C 
45 D B C A 
46 C D C D 
47 C C B B 
48 B A B C 










 見える/見る 聞こえる/聞く 開く/開ける 始まる/始める 
1 A A B A 
2 A A B A 
3 B A A A 
4 B A C A 
5 A A B A 
6 A A B A 
7 A A B A 
8 A A C A 
9 B A B B 
10 B C C D 
11 A B A B 
12 C A B A 
13 A B C C 
14 B A B B 
15 C A A A 
16 B B A B 
17 A A B C 
18 B A B C 
19 B A B B 
20 B A B B 
21 A B C A 
22 A C B C 
23 C A A A 
24 A B B A 
25 A A B B 
26 B A B C 
27 A B B B 
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28 A C B C 
29 A B C B 
30 B B A B 
31 C A D A 
32 B B C A 
33 A A D D 
34 B A C A 
35 A A B A 
36 A A B A 
37 C B B C 
38 C A B B 
39 A A A A 
40 A A B A 
41 A B C B 
42 B B B B 
43 A B B B 
44 C A B A 
45 A B B B 
46 C C B A 
47 B C C A 
48 B A C A 
49 C B B B 
50 B B C B 
51 A A A B 
52 B A B B 
53 B C C B 
54 B A B A 
55 B B C A 
56 A A B A 
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57 A A C B 
58 A B B B 
59 B C B D 
60 A B B A 
61 B C B B 
62 B A C A 


























 見える/見る 聞こえる/聞く 開く/開ける 始まる/始める 
1 A A A A 
2 B B A C 
3 B C A B 
4 B A A A 
5 C C C C 
6 B B C A 
7 C B C B 
8 A B C B 
9 A A B C 
10 B A B A 
11 C A A A 
12 B A B C 
13 B A B A 
14 A A A A 
15 C A B A 
16 B B A D 
17 B A B C 
18 A C B A 
19 A C A A 
20 A A B B 
21 B A C A 
22 A A B B 
23 B B B B 
24 A B B A 
25 A A C A 
26 A A B B 
27 C A B A 
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28 A A B B 
29 A A C A 
30 B A A C 
31 B B C A 
32 B B C B 
33 A A C A 
34 C A C C 
35 B A C B 
36 A C B B 
37 B B B C 
38 B C B B 
39 A A B B 
40 B B A A 
41 C B A A 
42 B A B A 
43 B A B A 
44 B A B C 
45 A A A A 
46 A A A A 
47 A A A A 
48 A A A A 
49 B A B A 
50 D C C A 
51 C B C B 
52 B A B A 
53 B A B A 
54 B A B A 
55 A A A D 
56 A C B C 
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57 B A B A 












































1 A B D B A B 
2 A A A A C C 
3 A B A A B C 
4 A A A B A C 
5 C A B B C B 
6 C B B B A B 
7 C B A B B C 
8 C C C B B C 
9 B C B A C A 
10 B C B B A B 
11 A B A A A A 
12 B A B B C B 
13 B A B A A B 
14 A A B A A C 
15 B A B C A C 
16 A A C A D A 
17 B C A B C C 
18 B C B A A A 
19 A A C A A A 
20 B C B A B C 
21 C C C A A B 
22 B B B B B B 
23 B C A B B B 
24 B B B B A C 
25 C C C C A C 
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26 B B B B B B 
27 B C B A A A 
28 B C A B B A 
29 C B C A A A 
30 A B B C C B 
31 C B C C A C 
32 C B B C B B 
33 C A B C A B 
34 C B C A C D 
35 C B C A B B 
36 B C B B B C 
37 B B A B C C 
38 B B B B B C 
39 B B B B B B 
40 A B C C A C 
41 A C C A A A 
42 B B B A A A 
43 B B B A A A 
44 B C C A C C 
45 A C A A A B 
46 A C A A A B 
47 A A A A A B 
48 A C A A A B 
49 B B B A A A 
50 C B B D A B 
51 C A B D B C 
52 B B B A A A 
53 B B B A A A 
54 B D B B A B 
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55 A B A A D C 
56 B C A B C A 
57 B B B A A A 




























 有標識可能動詞 無標識可能自動詞 
 書く 話す 眠る 走る 分かる 慣れる 吹く 降る 
1 B B B B A B C C 
2 B B B B A A B B 
3 C C B B A B A B 
4 B B B B B A B B 
5 B B B B B B A A 
6 B B C B A B B B 
7 B B B C A A C C 
8 C C A B A B A C 
9 B B B B A A B B 
10 B B C B A A C B 
11 B B B B B A B C 
12 B B B B B A B B 
13 B B B A A A C B 
14 B B B B B A B B 
15 D B C C C B A A 
16 B B B B B A B B 
17 B B B B B A B B 
18 B B C B B B B B 
19 B B B B B A B B 
20 B B B B B B B B 
21 B B C B B C C B 
22 C B B C A B B B 
23 B B B C A B C B 
24 B B B B B A B B 
25 C C B A A A B C 
26 B C B A A B B B 
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27 B B C C B B B B 
28 B B C B B A B B 
29 A B B A A A A A 
30 B C B B B B C B 
31 B B A C A C C B 
32 C B B B B B C C 
33 B C B A B C B C 
34 B C B C A B B B 
35 B B C B B B B B 
36 B B C A C B B B 
37 B C B B B B B B 
38 B B B B B B B BC 
39 B A B A D B A C 
40 B C B C A B B B 
41 C C B B A C B C 
42 B A C B C B A C 
43 B C C A A B A B 
44 C C C C C B B B 
45 D B C A B B B A 
46 C C C C D B D B 
47 C B C C B B C C 
48 C C C C C B D C 









 有標識可能動詞 無標識可能動詞 
 書く 話す 眠る 走る 分かる 慣れる 吹く 降る 
1 B B B B A A A A 
2 B B B B A A A A 
3 B B B B B C A A 
4 B B B B A B A A 
5 B B B B A B B A 
6 B B B B A B B A 
7 B B B B A C A B 
8 B B B B A B A A 
9 B B B B A B A B 
10 B B B B B A A A 
11 B B B A A A A A 
12 B B A A A B A A 
13 B B B B A B B C 
14 B B B B B C A A 
15 B B B B A B B A 
16 B B B B A A A A 
17 B B B B A B A C 
18 B B B B A B C B 
19 B B B B B B A B 
20 B B B B B B A B 
21 B B B B A B B B 
22 B A C B A B A A 
23 B B C A A B A B 
24 B B C B A B B A 
25 B B B C B B B B 
26 B B B B B B C B 
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27 B A C A A A A A 
28 B B B C A B B C 
29 B B B B C B B A 
30 B B B B A B B C 
31 B B B B B C B C 
32 A C B B B B B A 
33 B C B B A B B B 
34 B B B B A B A A 
35 B B B B B AB B B 
36 D D A B A B B A 
37 B B C C A C B B 
38 B B B B B B B B 
39 B A B A B A A B 
40 B A A B B C B B 
41 B D C C A B B C 
42 B B C B B B B B 
43 B B B A A B C C 
44 B B B B B B B B 
45 B B B B C B B B 
46 B B D A A B A C 
47 B A B A A A A A 
48 B B B C B B B A 
49 B B B B B B B B 
50 B B C B B C B C 
51 B B B A A B B B 
52 B B B B B B B B 
53 C B C A A A B C 
54 B C A B C B B C 
55 B C A A B B C B 
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56 B B C C C B B C 
57 A B B A C C B A 
58 B B A B B A B B 
59 B A C C A A A D 
60 B C C C A A B B 
61 C B C C B B B B 
62 B B C A C B B C 
























 有標識可能動詞 無標識可能動詞 
 書く 話す 眠る 走る 分かる 慣れる 吹く 降る 
1 A B B B B A A A 
2 B B B A A A A C 
3 B B B B A C A B 
4 B B B B A A A B 
5 B B A A B B B B 
6 B B C B B B D C 
7 B B B B A A A A 
8 B B B B A A A A 
9 B B B B A A A A 
10 B B B C A B B A 
11 B B D B A A A A 
12 B B C B A B A A 
13 B B B B A A A C 
14 C B B B A A A B 
15 C C C C A A A C 
16 B A A B A B B B 
17 B B B C A A C C 
18 B B B B A A C A 
19 A A A B A B B B 
20 B B B B C A A A 
21 A B B A C A B C 
22 B B B C A A A A 
23 B A A B A B A A 
24 B B B B A A A B 
25 B B B B A A A A 
26 B B B B A A A A 
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27 B B C C A A A C 
28 B B B A A A B B 
29 B B B B A A C B 
30 B B C B A B A A 
31 B C B B C B C C 
32 C B B B A B B B 
33 D B B C A B A A 
34 B B B B A B A A 
35 B B B B B A A C 
36 B B C C C C B C 
37 C B B B C A C A 
38 B B C C C C B C 
39 B B B B A B A A 
40 B B B C A B A A 
41 B C B B A B A A 
42 B B B B A B B C 
43 B B B B A B B C 
44 C B C A B B B C 
45 B B B B A A B C 
46 B B B B A B B C 
47 B B B B A A B A 
48 B B B B A A B C 
49 B B B A A B B C 
50 A B A B A B B B 
51 B C A C B B B C 
52 B B B B A B B A 
53 B B B B A B B A 
54 B B B B A B B A 
55 C B A C A A D A 
133 
56 C C C C A A C C 
57 B B B B A B B C 
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